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非協力ゲーム理論と社会選択

• 耐戦略性：他の投票者がどのような選好を表明
しようとも，真の選好を表明することで（投票者
本人にとって）最も好ましい選択肢が選ばれる

非協力ゲーム理論の言葉で言い換えれば，

• 耐戦略性：真の選好表明が（弱）支配戦略

耐戦略的な社会選択関数の下では，「全投票者が
正直に自らの選好を表明する」のが支配戦略均衡
となる。
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非協力ゲーム理論と社会選択

• 非協力ゲーム理論においては，ゲームの結
果を予想するときに，支配戦略均衡以外にも

ナッシュ均衡 という概念が用いられる。

• 投票者の戦略的な行動を前提とした際に，ど
のような社会的意思決定が可能となるのかを
検討

・・・遂行理論
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メカニズム（定義）
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メカニズム（定義）

• メカニズムは，

–各投票者のメッセージの集合,

–帰結関数

（表明されたメッセージの組に基づいて，

選択肢を選び出す関数）

の組 によって定義される。
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ナッシュ均衡（定義）

• 選好組 とメカニズム

の下，メッセージの組 がナッシュ均衡

⇔

• ：選好組 とメカニズム の下でのナッシュ
均衡の集合

• :選好組 とメカニズム の下，
ナッシュ均衡において選ばれる選択肢の集合

（ナッシュ帰結の集合） 6
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メカニズムの帰結
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社会選択対応（定義）
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社会選択対応のナッシュ遂行

F
投票者 社会選択対応

選好組が与え
られる

選択肢の集合，A

2～


3～


1～


集計結果（社会的に
望ましい選択肢の集
合）をアウトプット

ski

hot spring

ocean

9

 
～
F

メッセージ組の集合,M

 ,
～
mN

ナッシュ均衡が定まる

 
  



,

,

～

～





mNg

N

ナッシュ帰結の集合
が定まる



ナッシュ遂行（定義）

• メカニズム が社会選択対応Fをナッシュ遂
行する。

⇔任意の選好組 において，

・・・何らかのメカニズムによってナッシュ遂行さ
れるような社会選択対応はどのようなものか？
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マスキン単調性

• 社会選択対応Fがマスキン単調性をみたす

⇔選好 ，選択肢aに対して，劣位集合 を

とおく。

任意の2選好組 , 及び任意の について

もし ならば
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マスキン単調性
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拒否権の不在性

• 社会選択対応Fが拒否権の不在性をみたす

⇔任意の選好組 と任意の選択肢 について，

ならば，
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マスキンの定理

1. 社会選択対応Fをナッシュ遂行するようなメ
カニズムが存在するならば，Fはマスキン単
調性をみたす。

2. とする。社会選択対応Fがマスキン
単調性と拒否権の不在性をみたすならば，F

をナッシュ遂行するようなメカニズムが存在
する。
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マスキンの定理の証明(1/8)

• 1.の証明

メカニズムΓが社会選択対応Fをナッシュ遂行する。
このとき，任意の ,任意の について

をみたすメッセージの組mが存在する。

より，

⇒
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マスキンの定理の証明(2/8)

今，選好組 が をみた
すとすると，

なので，

となる。したがって， より，

を得る。■
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マスキンの定理の証明(3/8)

• 2.の証明

マスキン単調性及び拒否権の不在性をみたす
社会選択対応Fを，以下のメカニズムがナッシュ
遂行する。

• メッセージの集合

各 について，

とする。
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マスキンの定理の証明(4/8)
• 帰結関数

【ルール1】 でかつ

⇒

【ルール2】あるjが存在して で

⇒

(

【ルール3】その他の場合

⇒ ただし
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マスキンの定理の証明(5/8)

(Step 1)任意の について

証明：任意の について とする。

このとき任意の について（【ルール2】を通じて）

なので， で，

■
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マスキンの定理の証明(6/8)

(Step 2)任意の について

証明:

(Case 1)                                   で【ルール3】適用時

任意の について，【ルール3】を通じて，

とできるため， より

である。したがって，

拒否権の不在性より， ■
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マスキンの定理の証明(7/8)

(Case 2)                                   で【ルール2】適用時

異なるメッセージを表明しているのは投票者jである
とする。任意の について， をみ
たすメッセージを発することで，【ルール3】を通じて，

とできる。ここで より

である。したがって，

であるため，拒否権の不在性より， ■
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マスキンの定理の証明(8/8)

(Case 3)                                   で【ルール1】適用時

とおく。このとき，任意の

について，【ルール2】を通じて

で， なので，

が成立。ここで より，Fのマスキン単調性から

が言える。■
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